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一般事務業における前日睡眠時間
のフリッカー値への反映



一般事務業
・2015年2月上旬から3月末までの6週間の期間、大阪市内の企

業支援機関において、一般事務業の疲労指標に対する影響につ
いて検討を行った。

フリッカー値およびVASの計測
・12人の被験者に、始業時、昼休時、終業時において、フリッカー
値および疲労指標のVisual Analog Scale (VAS)の計測を行った。
フリッカー値の計測はPCの液晶画面を用いてFHMシステムでの
計測を実施した。（フリッカー値全体および始業時のみで分析）

一般事務業の労働現場でのフリッカー値
の活用はどうあるべきか

（2016年産業衛生学会要旨提出後に分析を実施）
Zungの鬱関連問診票の問診の実施

また同時に開始時を含め２週間ごとに合計４回、
Zungの鬱関連問診票の問診を実施した。

同時に偏光サングラスの一般事務業での効果検証
を兼ねて行った。
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居眠り運転事故と信号違反事故の時刻別発生件数と
フリッカー値の日周期変動との関係
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・サーカディアンリ
ズムの影響

・トレンドの上に労
働負荷の影響が
重層している
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フリッカー値（始業・昼休・終業）と睡眠時間との関係
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健常関連設問

うつ関連設問
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前日の睡眠時間➡始業時のフリッカー値➡Zungの鬱的傾向の問診
（計測値）・（標準偏差） （健常関連設問）

サーカディアンリズム

一般事務業におけるフリッカー値の変化は、労働付加にともなう極
端な変化というよりサーカディアンリズムに準じた形での変動を行っ
ていると考えられた。さらに疲労感もそれに準じて変化していること
が考えられた。
睡眠時間と始業時のフリッカー値

始業時には前日の睡眠時間の影響が明瞭な形で反映され、またそ
の影響が、始業時、昼休時、終業時、全体に影響していることが明
らかになった。一般事務業における疲労管理は経日の影響を始業
時でのフリッカー値で検討することが重要であると考えられた。
Zungのうつ関連問診スコアとフリッカー値の標準偏差
Zungのうつ関連問診の健常関連設問のスコアと始業時のフリッカー

値の標準偏差の間に、有意な関連が見いだされた。マイルドな労働
負荷の現場においては、 Zungのうつ関連問診の健常関連設問の

スコアと始業時のフリッカー値の標準偏差に関して検討を行うことが
労働現場の状況の把握に役立つ可能性が見いだされた。

一般事務業でのフリッカー値の活用


